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信

也

梅
岩
教
学
と
は
、
石
田
梅
岩

(
一
六

八
五
-
一

七
四
四
)

の
学
問
を
い
う
。

梅
岩

の
言
葉
に
よ
る
と

「
我
が
教

ゆ
る
所

は
、
商

人
の
商
人

の
道
あ
る
こ
と
を

教
ゆ
る
な
り
」
と
い

つ
て
い
る
よ
う

に
、
梅
岩
教
学

こ
そ
、
彼

の
深

い
思
索

と

商
人
と
し
て
の
日
常
体
験
を
基
盤

と
し
て
成
立
し
た

「
町
人

の
哲
学
」
と
も

い

う
べ
き
も

の
で
、

一
般

に
彼
を

し
て

「
石
門
心
学
」

の
祖

と
し

て
い
る
。

上
河

洪
水

(
一
七
四
八
ー

一
八

一
七
)

は

『
心
学
承
伝
之
図
』

で
先
師
梅
岩
に

つ
い

て
、
次

の
よ
う
に
紹
介

し
て
い
る
。

「
…
…
及
レ長
居

二干
京
都

学
本

二干
程
朱

従
二
了
雲

而
発

二性
理
之
薄
奥

旦
通
二干
神
釈
老
之
書

下
一一惟
境
街
教

二授

生
徒

↓
教
要
レ
識
レ
時
、

以
二
知

心
-

為
二
急
務

↓
従
遊
之
士
日
衆
、

所
レ
著
有
二
都
鄙
問
答
、
斉
家
論

↓
既
行
二
干
世

↓

延
享

甲
子
秋
九
月
廿
四
日
、

病
終
二
干
家

↓
享
年
六
十

…
…
。
」
(
傍
点
筆
者
)

い
つ
た
い
、
彼

の
思
想
的
発
展
過
程
を

み
る
と
、

ま
つ
神
道

に
は
じ
ま
り
、

原
始
儒

教
を
経

て
、
朱

子
学

に
進
み
、
最

後
に
仏
教
に
到
達
し
た
と
さ
れ
、
「
先

生
三
十
五
六
歳

の
頃
ま

で
、
性
を
知
れ
り

と
定
め
ゐ
た
ま
ひ
し
に
、
何
と
な
く

其

の
性

に
疑
ひ
お
こ
り
、

是
を

正
さ
す

と
て
、
か
な
た
こ
な
た
と
師
を
求
め

た

ま

へ
ど
も
、
何
方

に
て
も
師

と
す

べ
き

人
な
し
と

て
、
年

月
を

暦

絵

ひ

し

に

…
…
」
ふ

と
し
た
縁

で
黄
奨
禅

を
修

め
、
儒
仏
老

の
藻
奥
を
極
め
た
と
い
わ
れ

る
了
雲
全
覚
居

士
に
出
会

い
、

師
事
す

る
こ
と
数
年
、

禅
的
修
行
の
結
果
開
悟

し
た
と
さ
れ
る
。
梅
岩

の
思

想
は
、

基
本
的
に
は
朱
子
学
を
縦

糸
と
し
、
神

仏

老
荘
の
学
を
横
糸
と
し
た

い
わ
ば
折
衷
的
思
想

と
も

い
う

べ
き
も
の
で
、
主
著

『
都
鄙
問
答
』

の
中
に
は
、

「儒
仏
道

ト

モ
ニ
勧

善
懲
悪
ノ
教

ハ
シ
レ
タ
ル

コ
ト
ナ
レ
バ
、
相

替

ル

コ
ト

モ
ナ
カ

ル
ベ
シ
」
、
「
神
儒

仏
ト

モ

ニ
悟

ル
心

ハ

一
ツ
ナ
リ
。
何

レ
ノ
法

ニ
テ

得

ル
ト

モ
、
我
ガ
心

ヲ
得

ル
ナ
リ
」
、
「仏
老
荘

ノ
教

ヘ
モ
、
イ

ハ
バ
心
ヲ
磨

ク
磨
種

ナ
レ
バ
、
舎

ツ
ベ
キ

ニ
モ
ア

ラ
ズ
」
、
「
仏
法

ヲ
信
仰

ス
ル

ハ
、
儒
道

ヲ
以
テ
得

タ

ル
心
ト
、
心

二
二
品

ノ
替
リ
ア
ラ

ン
ヤ
」
、
「
儒
道

・
仏
道

・
老

子
、
荘

子

一一
至

ル

マ
デ
、

尽

ク
此

ノ
国
ノ
相

ト

ス
ル
ヤ
ウ

ニ
用

ユ
ル
コ
ト
思

フ
ベ
シ
、
日
本
宗
廟
、

天
照
皇
太
神
宮
ヲ
宗
源

ト
貴

ビ
奉

り
、
皇
太
神

宮
御

宝
勅

二
任

セ
、
万

ツ
ク
ダ
く

シ
キ
ヲ
払

ヒ
捨

テ
、

一
心
ノ
定

マ
レ
ル
法
ヲ

尋

ネ
テ
、
天

ノ
神

ノ
命

二
合

フ
。
唯

一
ヲ
相
ク

ル

ニ
、
儒
仏

ノ
法

ヲ
執
り
用

ユ
ベ
シ
。

コ
コ
ヲ
以

テ
法

ヲ
呑

マ
ズ
、

一
法

二
泥

マ
ズ
、
天
地

二
逆

ラ

バ
ザ

ル
ヲ
要

ス
。
」

な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
か

瓦
る
傾
向
が

み
ら
れ
、

ま
た
彼
の
日
常
生
活
に
お

い

て
も
朝
、
夕

「
…
…
天
照
皇
太
神
宮
を
拝
し
、
大
聖
文
宣
王
を
拝
し
…
…
弥

陀
釈

迦
仏
を
拝
し
…
…
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
信
仰
的
に
も
極
め
て
習
合
的

で
も
あ

つ
た
。

『都

鄙
問
答
』

に
引
用
さ
れ

て
い
る
仏
典

は
、
柴

田
実
教
授
に
よ
れ
ば
、

『
法
華
経
』
『
華
厳
経
』
『
浬
藥
経
』
『
維
摩
経
』
『
無
量
寿

経
』
『
観
無
量
寿
経
』

『
無
量
無
辺
経
』
『
随
願
往

生
経
』
『
昆
婆

裟

論
』
『
大

原

問
答
』
『
一
枚

起

請

文
』
『
景
徳
伝
燈
録
』
『
釈
氏
通
鑑
』
『
四
部
録
坐
禅
儀
』

『
般
若

燈

論
』
『
無

門

関
』
『
臨
済
録
』
『
西
方
要
訣
』
『
三
蔵
法
教
』
『
名
義
集
』
『
釈
氏
錨

鉄
』
『
往
生
要

集
』
『
六
祖
檀
経
』
『
観

心
略
要
集
』
『
聖
徳
太
子
明
眼
論
』
『
遊
行
上
人
歌
』
『
円

光

大
師
語
、

歌
』
『
霊
雲
志

勤
禅
師
語
』
『
世
尊
見

生
悟
道
語
』
『
仏
土
章
』
『
円

覚
大
師
語
』

な
ど
、
実

に
三

一
種
の
多

き
を
数

え
る
が
、
彼

の
経
歴
か
ら
み
て
必
ず

し
も
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仏
教
を
組
織
的
に
研
究
し
た
と
は
思

わ
れ
な

い
が
、

書
入
れ
な
ど
か
ら
み
て
、

か
な
り
適
格
に
そ

の
内
容
を
把
握

し
て
い
た

こ
と
は
想
像
に
難

く
な

い
。

と

こ
ろ

で
、
当
代
仏
教
諸
宗
中
最
も
深
く
民
衆
に
浸
透
し

て
い
た
と
思
わ
れ

る

の
は
、

禅
宗
、

浄
土
宗
、

浄
土
真
宗

の
三
宗

で
、
禅
的
修
行
に
よ

つ
て
開
悟

し
た

と
い
わ
れ
る
梅
岩
は
、

こ
の
念
仏
宗

で
と
く

「
浄
土
」
「
往
生
」
「
念
仏
」

に

つ
い
て
、
次

の
様
に
彼
独
自
の
解
釈
を

し
て
い
る
。

元
来
念
仏
宗

で
は
、

西
方
極
楽

に
往
生

し
、
彼
国
に
至

つ
て
如
来

の
説
法
を

聞

い
て
悟
を
開
き
、

成
仏
す
る
教
と
さ
れ
て
い
る
が
、

彼

に
よ
る

と
、
仏
語
に

「
迷

ガ
故

二
三
界
城
、

悟
ガ
故

ニ
十
方
空
、
本
来
無
東
西
、
何
処
有
二
南
北

一矣

」

と
あ

る
が
、

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と

「
彼
国

ト
云

ハ
唯

心
ノ
浄
土

ト
云

コ
ト
決

定

セ
リ
」

と
い
、

所
詮
極
楽
浄

土
は
、
我

が
心
の
う
ち

に
存
在
す
る
も

の
で

あ
り
、

さ
ら
に

『
随
願
往

生
経
』
を
引
用

し
、
西
方
極
楽

と
は

「
一
切
衆
生

二

心
ノ
濁
乱

ル
、
者
多

ク
、
正
念

ノ
者

ハ
少

キ

ユ

ヘ
ニ
、
衆

生
ノ
心

ヲ

一
筋

二
向

ハ
シ
メ

ン
為

二
、
西

方
極
楽

ト
指

テ
教

工
」
た
も

の
で
、
極
楽
を
西
方
に
あ
る

と
教
え
た

の
は
、
実

は
愚
な
者

で
も
分
か
る
よ
う

に
云

つ
て
い
る

の
に
過
ぎ
な

い
と
し
、

ま
た
、

「
往
生
」
に
つ
い
て
も

「
扱
如
来

ノ
説
法

ト
云

ハ
、
直

二
南

無
阿
弥

陀
仏
ト
知

ル
ベ
シ
。
如
何
ト
ナ

レ
バ
、

ロ

ニ
唱

ル
南
無
阿
弥
陀
仏
が
耳

二
入
リ
、

一
遍

ノ
念
仏

ニ
テ

ハ

一
念

ノ
悪

ヲ
消

シ
、
二
遍

ノ
念
仏

ニ
テ

ハ
ニ
念

ノ
悪

ヲ
消

ス
。
悪
念
死

テ
善

心
生

ル
ナ

レ
バ
、

コ
レ
即
チ
往
生

ナ
リ
」
と
し
、

「
往
生

一二
二
義
ヲ
立

ツ
ル
中

二
、

一
ヲ
挙

テ
云

ハ
ぐ
、
往

ハ
猶
此

ノ
ゴ
ト

シ
。

此

二
生

ル
ナ
リ
」

と

い
瓦
、
我
が
心

の
中
に
往
生
す
る
が
故
に

「
不
往
往

ヲ
名

テ
往
生

ト
ナ
ス
ナ

リ
」
と

い
つ
て
い
る
。

最
後
に
梅
岩

は

「
念
仏
」

に
つ
い
て

説
明
し

て
い
る
が
、

念
仏

の
行
者
も

は
じ
め
は
こ
の
世
を
火
宅

と
み
、

つ
ね
つ

ね
厭
離

し
た

い
と
思

い
、
極
楽
往
生
を
願

い
長

い
年

月
に
わ
た

つ
て
南
無
阿
弥

陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
て
い
る
中
に
、

次
第
に
称
名
が
習
慣
化
さ
れ
、

雑

念
が
消
え
て

「
後

ニ
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏
計

ニ
ナ
レ
バ
、

不
往

シ
テ
南

無
阿
弥

陀

仏

二
生

ル
ナ
リ
」
「
南
無
阿
弥
陀
仏

一一
ナ

レ
バ
我
ト
云

モ
ノ
ア

ル

ベ
キ

ヤ
。
我

ナ
ケ

レ
バ
虚
空

ノ
如

シ
。
虚
空

ニ
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏

ノ
声
有

テ
、
唱

レ
バ
此
南

無
弥
陀
仏
ナ
リ
。
阿
弥
陀
仏
直

二
御
名
ヲ
唱

玉
フ

ハ
説

法

ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
」
と
し
、

こ
の
説
法
の
功
徳
に
よ
つ
て
、
弥
陀
を
念
ず
る
行
者
も
、

ま
た
念
ぜ
ら
れ
る
阿

弥
陀
も
共
に

一
体
と
な
つ
て
、
苦
楽

の
二

つ
を
離
れ
、

無
心
無
念

の
不
可
思
議

の
境
界
に
入
り
、

本
覚
の
力

に
依

つ
て
自
然
に
開
悟
す
る

こ
と
が
出
来

る
。

こ

れ
を
自
然
悟

道
と

い
Σ
、
念
仏
宗

で
い
わ
れ
る
能
所
不

二
、
機
法

一
体

と
い
う

こ
と

で
あ
る
と
云
う
。
ま
た
彼
は
、

阿
弥
陀
経

の
中

に

「
…
…
其

土
有
レ
仏
、

シ
玉
フ

号
二
阿
弥
陀

嚇
今
現
在
説
法

」

の

「
現
在
」
を
説
明
し

て

「
現

在

ハ
目

前

ノ
コ
ト
ナ
リ
。
唯

心

ノ
浄

土
、
己

心
ノ
弥

陀
ナ

レ
バ
、
裟
婆
即
寂
光

ナ
リ
」

と

い
、

「
然

レ
バ
現
在
ノ
説

法

ト

云

ハ
、
草
木
国
土
悉
皆
成
仏

ニ
テ
、
森
羅

万

像
悉

一
仏

ナ
レ
バ
、
柳

ハ
緑
花

ハ
紅

ト
分

レ
テ
、
己

々
ガ
法

ヲ
説

ナ
リ
。

一
心

不
乱

ノ
修
行

ヲ
以

テ
此

二
至
り
、

九
品

ノ
浄
土
ヲ
目
前

二
拝

ム
ベ
シ
。

コ
レ
即

チ
諸
法
実
相

ナ
リ
。
…
…
釈

尊

ノ
法
性

ヲ
悟
リ

一
仏
成
道

シ
玉

フ
ト
、
念

仏

ニ

テ
法
性

二
至

リ
、
自
然
悟

道

シ
タ

ル
ト

ニ
ニ

ツ
ノ
替

リ
ァ
リ
ャ
」

以

上
、
彼

の
言
葉
を
通
し
て
そ
の

「
浄
土
観
」
「往

生
観
」
「
念
仏
観

」
に

つ

い
て
述

べ
て
き
た
が
、

そ

の
解
釈

は
甚
だ
禅
宗
的
で
あ
り
、
本

来
浄

土
教
で
云

う

「
厭
離
繊

土
、
欣
求
浄

土
」
の
思
想
を
、

こ
の
よ
う
に
極
め
て
現
世

主
義
的

に
解
釈
が
な

さ
れ
た

こ
と
は
、
梅
岩
教
学
自
体
、
現
実

に
活
動
し
て
い
る
商
人

階
級

の
実
践
倫
理
を
説
く
必
要
上
、

ま
た
当
然
な

こ

と

で
、

門

弟

手

島

堵

庵

(
一
七

一
八
ー

一
七
八
六
)
に
い
た
る
と
、

盤
珪
禅

師

の

と

く

「
不

生

の
仏

心
」

を
自

己
の
教
学

に
導
入
し
、

師
梅
岩

以
上
に
心
学
が
仏
教
化

の
傾
向
を
た

ど

つ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
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